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(日本人健常者における暖昧さへの態度について)
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i 本 研究では、うつ病 を は じ め と す る 精 神疾

患や 発達障害におい て 問 題 と な り 得 る 情 報 処

理機 構 の柔 軟 性に関与する「暖昧さへの態度」

に着目し その認知・心理特性を解明するた

めの比較対照群である 健 常 者の 暖昧 さへ の態

度の心理 構 造を 明 らかにする。 日愛昧さへの態

度は ， ~愛昧な刺激の処理において生じる、認

知的 情緒的反応パタ ンであり 不適切な

処 理は不適応をもた らすため 認知 一 症候の

連闘が 貫性をもって明確に特定できれば

より精搬な精神医学的診断や有効な心理療法

的 介 入の選択につな が る も の と 思 わ れ る

そ
V 

」 で 我々 lま 暖昧さ への態度尺度

Attitudes Towards Ambiguity Scale 

ATA  S; 西村， 2007)について因 子分 析を 行 い

結果の 妥当性を検証するため、近接する構成

概念の 「 心理的 柔軟 性 J を評 価 する心理 学 的

尺度である日本語版 Acceptance and Action 

Questionnaire ( AAQ; 松 本 ・ 大河 内 ， 2012) 

を用いて両尺度の関 係 を 検 討 し た。対象者
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1 0 1 9 名 の 日 本人 健常者 女 性 513 名 、 男 '性

506 名 、 年齢 1 8 "-' 7 8 歳 両尺 度 を A 己 む 質 問

紙調査 を 実施 し た 。

探 索 的 因 子 分析 よ てコ て 、先行研 究 ( 西村 ， 

2 0 0 7 ) の 5 因 子 構 造 と lま 異 な る 4 因 子 +梓 造 1lミ

抽 出 さ れ た Enjoyment; α = . 8 3 ， Anxiety; 

α = . 7 5 ， Exclusion; α = . 75， a n d 

Noninterference， α = . 6 5 )。 確 認 的 因 子 分析

よ る 適合度 の 比較 で iま 、 5 因 子 構造 と lま ぼ

同 程 度 の 適 合度 ヵ= 刀て さ れ た 。本 研 究 』ま 大 規模 、

か Jコ 、 幅広 し、 年齢層 を 対象 と し た サ ン プ ル か

ら 抽 出 さ れ た 結果 で あ る
、，

と 力、 ら 、最 終 的」 、

暖 味 さ J、、 の 態 度 lま 4 因 子 +帯 2aE3 = と な る
、，

と 1s 採」

用 さ れ た ヵ= 、 先行 研 究 の 因‘ 子 構成 と の 開 で重

複 性 も 雪w刃u、 め ら れ た 。AAQ と の 関連 お し、 て 』ま 、

ATAS の 下位 尺 度 で あ る Anxiety 因 子 lま AAQ 

の Willingness 因 子 と 負 の 相 関 を 万三 し た ( r = 

3 9 ， p く . 0 0 1 )。 一 方 で ATAS の 下 位 尺 度

の Enjoyment因 子 はi 、AAQ の 下位 尺 度 Action 

因 子 と の 問 で 正 の相 関 r .40 ， p く . 0 0 1 ) 
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が認められた 。

結論として以下の心理構造が示された 。 暖

味さ を楽しむことが 、 同 時 に 暖 昧 さ を 排 除 す

るこ と と 関 連 す る 結果は、暖昧さを排除して

明瞭 で分かりやすいものにしていく過程を好

むために、暖昧な状況を挑戦的な課題として

与えられることが楽しいと捉える傾向を示し

て いる 。 また 暖昧さを楽しむことが唆昧さ

に関 与しない態度と結びついている結果につ

いては、暖昧さを楽しめる個人は 、 暖昧さに

対して 充分耐えられるため 暖味さに関与し

な い態度をとることが考えられる 。一 方で

暖昧さに対して不安が喚起される個人は、暖

昧 さ に対して非寛容であることから 感情レ

ベルや現実 の 環 境 の中で低い受容となること

が考えられる 。更に、 4 因子 モデ ルに よっ て

暖昧さへ の 態 度 は

Anxiety と行

Noninterference) 

認知的要素

動的要素

に分類できる

の可能性も示唆された

3 

Enjoyment， 

Exclusion， 

という解釈


